
本校の教育課程について

熊谷市立三尻中学校

令和５年度

【埼玉県教育委員会】 授業時数の弾力化に係るモデル校 指定

【文部科学省】 授業時数特例校 指定
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授業時数特例校（文部科学省指定）

令和４年度

埼玉県教育委員会から「授業時数の弾力化に係るモデル校」の指定を受け、
授業時数の弾力化による特別な教育課程を編成するための研究を進めました。
※具体的な研究内容は別紙「令和４年度 研究報告書【中間まとめ】」参照

〔研究主題〕 「総合的な学習の時間」を中核としたカリキュラムの工夫・改善」
－各教科等を貫き、全ての学習の基盤となる言語能力の育成と活用 －

授業時数について特別な教育課程の編成

令和５年度 授業時数について特別な教育課程の実施

「授業時数の弾力化に係るモデル校」（県教委 指定）に加え、
文部科学省から「授業時数特例校」の指定を受け、研究を継続します。
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授業時数特例校（文部科学省指定）

授業時数特例校
学年ごとに定められた各教科等の授業時数について、
１割を上限として標準授業時数を下回って教育課程
を編成することを特例的に認め、下回ったことによっ
て生じた授業時数を別の教科等の授業時数に上乗
せし、教科横断的な視点に立った資質・能力の育成
や探究的な学習活動の充実に資する教育課程の一
層の推進を図る制度

授業時数の弾力化
（増減）のイメージ
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熊谷市立三尻中学校の特別な教育課程

授業時数の弾力化（増減） １年生を例にします

教科等 標準授業時数 増減 変更後授業時数

国語 １４０ －１０ １３０

社会 １０５ －２ １０３

数学 １４０ －２ １３８

理科 １０５ －２ １０３

英語 １４０ －２ １３８

総合的な学習の
時間（未知タイム）

５０ ＋１８ ６８
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熊谷市立三尻中学校の特別な教育課程

授業時数の弾力化（増減）①

総合的な学習の時間（未知タイム）

① 探究的な学習活動の充実
「自ら課題を発見し解決する力」の向上

１８時間 増

「総合的な学習の時間」を増やすことで期待できること

② 各教科（国・社・数・理・英）の学習内容の一部移行
教科横断的でオーセンティックな授業の実現
※別紙「熊谷教育」参照

各教科等の学力の向上
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熊谷市立三尻中学校の特別な教育課程

授業時数の弾力化（増減）②

国語

① 国語の時間で育成する「言語能力」を明確にする。

※別紙「各教科等における『探究的な学習』で活用する言語能力」参照

１０時間 減

「国語」の時間を減らして大丈夫ですか？

② 各教科等の年間授業計画に、国語の時間で育成した言語能
力を活用する場面を位置付ける。

教科横断的でオーセンティックな授業の実現

大丈夫です！

それは、以下の取組
をしているからです。

これまで以上に、国
語の力は高まります。
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熊谷市立三尻中学校の特別な教育課程

授業時数の弾力化（増減）③

社会・数学・理科・英語

（例）数学（１年生）

総合的な学習の時間（１年生）

各２時間 減

各教科の時間を２時間減らすことができるのはなぜですか？

各教科の２時間
分の学習内容
を、「総合的な
学習の時間」に
移行することが
できるからです。

正の数・負の数の活用

熊谷の暑さとその対策の現状を知る。
※正の数・負の数を活用してデータを整理する。
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熊谷市立三尻中学校の特別な教育課程

授業時数の弾力化（教科間のつながり）

（例）国語（第１学年） 美術（第１学年）

「画数と活字の字体」
７月実施

→ １２月実施に変更

「文字って面白い」 １２月実施
※文字の形や色彩を考え、デ
ザインする。

教科間の学習内容の関連性を確認するために、本校では、昨年度「オーセンテック課題
事例集」を作成しました。事例集の一部は、別紙「令和４年度 研究報告書【中間まと
め】」に掲載されています。本年度１１月には、ＨＰに掲載する予定です。

本校では、教科間のつながりを大切にしています。学習内容に関
連性があれば、必要に応じて、単元等の実施時期を入れ替える
などして、教科と教科をつないでいきます。

関連
付け


